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為
を
す
る
こ
と
」
に
基
づ
き
、
原

則
禁
止
と
し
た
。
御
提
案
に
つ
い

て
は
、
今
後
工
夫
、
検
討
し
た
い
。

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
　

空
き
巣
な
ど

は
、
い
つ
被
害
に
遭
う
か
わ
か
ら

な
い
。
行
政
も
区
民
も
、
治
安
に

強
い
意
識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。　

①
犯
罪
発
生
件
数
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
②
郵
便
局
の
車
な
ど
に

パ
ト
ロ
ー
ル
中
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
る
よ
う
提
案
し
た
が
進
ち
ょ
く

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

�
　

①
パ
ト
ロ
ー
ル
団
体
の
活

動
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

減
少
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。
②
中

野
北
郵
便
局
の
集
配
バ
イ
ク
に
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
い
た
だ
い
た
。

今
後
は
警
察
と
連
携
し
、
さ
ら
に

協
力
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
　

①
多
様
化
す
る

人
権
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
相

談
事
例
の
検
証
や
課
題
別
の
人
権

研
修
を
実
施
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
②
人
権
相
談
の
内
容
を
把
握

し
、
区
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
③
人
権
擁
護
委

員
は
、
年
齢
別
で
は　

、　

代
が

60

70

　

％
を
占
め
て
い
る
。
各
年
代
か

80ら
均
等
に
推
薦
す
る
よ
う
努
力
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

�
　

①
自
主
的
な
勉
強
会
が
実

現
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

②
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し
、
相

談
事
例
を
記
録
管
理
し
、
施
策
に

生
か
し
て
い
く
。
③
若
い
方
の
積

極
的
な
登
用
に
向
け
て
努
力
す
る
。

�
�
�
�

�
�
�
�
　

地
域
力
を
高
め
維

持
す
る
た
め
に
は
、
雇
用
の
力
が

重
要
で
あ
る
。
区
と
し
て
就
労
あ

っ
せ
ん
事
業
を
展
開
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
雇
用
情
報
を

ど
の
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
化
す
る
か

検
討
を
始
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

�
　

指
導
監
督
権
限
が
な
い
中

で
、
求
人
事
業
所
に
つ
い
て
、
正

確
な
情
報
を
ど
こ
ま
で
収
集
で
き

る
か
が
課
題
で
あ
る
。
関
係
機
関

の
協
力
を
求
め
な
が
ら
、
区
と
し

て
ど
う
対
応
で
き
る
の
か
検
討
し

て
い
き
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

な
ど
の
影
響
に
よ
る
野
方
二
丁

目
・
若
宮
方
面
の
Ｃ
Ｔ
Ｎ
視
聴
不

可
能
地
域
の
早
期
解
消
は
。

�
　

大
規
模
電
波
障
害
対
策
施

設
の
移
管
が
基
本
だ
が
、
チ
ャ
ン

ネ
ル
リ
ー
ス
で
解
消
可
能
か
調
査

を
始
め
、
ま
た
、
地
上
波
デ
ジ
タ

ル
放
送
の
開
始
も
あ
り
、
そ
れ
ら

も
含
め
解
消
に
取
り
組
み
た
い
。

�
�
�
�

�
�
�
�
　

７
月
に
は
完
全
失

業
率
が
６
カ
月
ぶ
り
に
悪
化
し
、

特
に
青
年
の
雇
用
問
題
は
深
刻
で

あ
る
。
区
自
ら
が
就
労
相
談
窓
口

の
設
置
や
就
職
相
談
会
の
実
施
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
区
内
事
業
所

の
求
人
情
報
提
供
な
ど
、
雇
用
対

策
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

�
　

区
民
の
雇
用
問
題
は
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠
と
認

識
し
て
い
る
。
隣
接
す
る
新
宿
に

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
あ
り
、
雑
誌

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
求
人
情

報
が
提
供
さ
れ
る
た
め
、
区
独
自

の
職
業
紹
介
は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、
効

果
的
な
取
り
組
み
を
検
討
し
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
　

お
も
て
な
し
運
動

を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
の

職
員
研
修
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

ま
た
、
放
置
自
転
車
の
撤
去
な
ど

権
力
を
行
使
す
る
業
務
に
お
い
て

「
お
も
て
な
し
」
を
ど
の
よ
う
に

位
置
付
け
て
い
る
の
か
。

�
　
　

年
度
に
は
、
フ
ロ
ア
マ

15

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
体
験
研
修
や
民
間

企
業
体
験
研
修
、
経
営
品
質
に
関

す
る
研
修
な
ど
を
行
っ
た
。
権
力

を
行
使
す
る
業
務
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
放
置
自
転
車
を
撤
去
さ
れ

て
怒
っ
て
い
る
お
客
様
だ
け
で
は

な
く
、
放
置
自
転
車
に
よ
っ
て
迷

惑
を
被
っ
て
い
る
多
く
の
お
客
様

の
こ
と
も
考
え
て
、
撤
去
す
る
こ

と
が
「
お
も
て
な
し
」
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
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歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
４

億
７
０
４
２
万
９
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
合
計
額
は
、
８
９
８
億
６

６
４
２
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
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歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
６

２
６
９
万
４
千
円
を
追
加
し
、
予

算
の
合
計
額
は
、
１
４
１
億
２
３

６
９
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
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再
利
用
を
目
的
に
分
別
さ
れ
た

も
の
で
、
区
が
収
集
・
運
搬
を
行

う
も
の
、
区
民
が
自
主
的
に
集
団

回
収
な
ど
を
行
う
も
の
の
持
ち
去

り
行
為
な
ど
を
禁
止
す
る
規
定
、

お
よ
び
、
粗
大
ご
み
中
継
所
へ
直

接
持
込
み
を
例
外
的
に
認
め
る
際

の
手
数
料
徴
収
の
規
定
を
整
備
し

ま
す
。
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�
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保
育
料
お
よ
び
延
長
保
育
料
の

�
�
�
�
�
�

額
を
改
定
し
ま
す
。
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登
録
制
駐
車
場
に
か
か
る
登
録

料
の
限
度
額
を
改
定
し
ま
す
。
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住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
を
利
用

し
て　

歳
以
上
の
高
齢
者
が
木
造

60

住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
場

合
、
利
息
な
ど
の
資
金
を
住
宅
お

よ
び
敷
地
を
担
保
と
し
て
、
貸
し

付
け
る
制
度
を
導
入
し
ま
す
。
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政
令
改
正
に
伴
い
、
学
校
医
な

ど
の
公
務
災
害
の
補
償
基
礎
額
お

よ
び
介
護
補
償
の
限
度
額
を
改
定

し
ま
す
。

 �
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（
道
路

大
会
へ
の
参
加
）

�
�
�
�
（
４
件
・
次
項
に
要
旨

を
掲
載
）

�
�
�
�
�
�

 　

東
京
都
に
対
し
、
小
規
模
非
住

宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
減
免
措
置
及
び
、

小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る
都
市

計
画
税
の
軽
減
措
置
を
平
成　

年
17

度
以
降
も
継
続
さ
れ
る
よ
う
要
望

し
ま
す
。

�
東
京
都
知
事
あ
て�
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東
京
都
に
対
し
、
下
記
の
事
項

を
強
く
要
請
し
ま
す
。

１　

認
可
保
育
所
に
対
す
る
都
加

算
補
助
の
水
準
を
維
持
し
、
必
要

な
も
の
に
つ
い
て
は
拡
充
す
る
こ
と
。

２　

す
べ
て
の
家
庭
に
対
す
る
子

育
て
支
援
の
拡
充
を
図
る
た
め
、

新
た
な
財
源
措
置
を
行
う
こ
と
。

�
東
京
都
知
事
あ
て�

 　

政
府
に
お
い
て
は
、
我
が
国
の

�
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�
�
�
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消
費
者
の
視
点
に
立
ち
、
以
下
の

消
費
者
保
護
法
制
等
の
整
備
を
早

期
に
実
現
す
る
こ
と
を
強
く
要
望

し
ま
す
。

１　

改
正
消
費
者
基
本
法
を
踏
ま

え
、
消
費
者
団
体
訴
訟
制
度
の
早

期
導
入
を
図
る
こ
と
。

２　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
機

能
強
化
及
び
電
話
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

一
元
化
等
を
推
進
し
、
関
連
す
る

制
度
・
施
策
の
確
立
を
急
ぐ
こ
と
。

３　

近
年
の
架
空
請
求
･
不
当
な

請
求
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
社
会
問

題
化
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
携
帯

電
話
・
預
金
口
座
の
不
当
利
用
防

止
策
を
は
じ
め
、
そ
の
対
応
に
関

係
省
庁
が
一
体
と
な
っ
て
早
急
に

取
り
組
む
こ
と
。

�
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、　

内
閣
総
理
大
臣
あ
て�

 　

将
来
の
日
本
を
担
う
国
際
社
会

に
通
用
す
る
人
材
の
育
成
や
、
青

少
年
の
健
全
育
成
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
国
と
し
て
真
剣
に
考
え
、

新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
日
本

の
教
育
の
方
向
性
を
明
確
に
指
し

示
す
必
要
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
対

し
、
日
本
の
教
育
改
革
の
た
め
、

一
切
の
聖
域
を
設
け
る
こ
と
な
く

徹
底
論
議
を
行
い
、
教
育
基
本
法

の
改
正
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要

請
す
る
。

�
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
文

部
科
学
大
臣
あ
て�
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【○：賛成　×：反対　―：退席】

結　

果

市　

民 　
（2）

無
所
属 　
（3）

民
主
ク 　
（4）

Ｔ
自
民 　
（8）

共　

産 　
（8）

自
・
民 　
（7）

公　

明 　
（9）

会 派  名 
（議員数）

件    名

������

可決○○×○○×○○
中野区保育の実施に関する条
例の一部を改正する条例

可決○×○○×○○
中野区自転車駐車場条例の一
部を改正する条例

������

認定○○×－○○×○○
平成15年度中野区一般会計歳
入歳出決算の認定について

認定○○×○○×○○
平成15年度中野区国民健康保
険事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

������

不採択○××××○××
（15）第50号陳情　臨時職員な

どの公正な賃金等を確保
することについて

不採択－××××××
（16）第22号陳情　娘の編入学

不許可及び第四中学校焼
却炉による煙害について

不採択○○××○××
（16）第29号陳情　「日の丸・君

が代」の押し付けに反対
することについて

不採択×－××－××
（16）第32号陳情　請願権、及

び、陳情

不採択○－○××○××
（16）第37号陳情　浜岡原発放

射能災害対策計画を立て
ることについて

※議員数は議長を除く。
会派の略称 公　明：公 明 党 議 員 団、 自・民：自由民主党・民社クラブ
 共　産：日本共産党議員団、 Ｔ自民：ＴＯＫＹＯ自民党中野区議団
 民主ク：民主クラブ、 無所属：無所属の会、 市　民：市民自治
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